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６月定例会 主な内容

平成24年
8月 第29号

P ２

P ４
P ８
P 16
P 20

● 川内原子力発電所の
　安全対策に関する決議
● 提案された議案の結果
● 一般質問
● 委員会レポート
● 傍聴席から／編集後記

ラジオ体操で健康づくりを推進中！（日之出紙器工業 ( 株 )）
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市民の安心・安全、生命・財産を守るため！

川内原子力発電所の安全 対策に関する決議
全会
一致

　日置市議会では、６月29日の最終本会議
において、川内原子力発電所の安全対策に
関する決議を全会一致で可決しました。
　また、この決議に基づき、意見書を送付し、
７月３日に要請活動を実施しました。

川内原子力発電所の安全対策に関する決議
（前文概略）
　東京電力福島第一原発事故が発生して１年４カ月が経過したが、原発周辺地域の放射線量
は今もなお高く、避難住民全てが帰宅できる見通しは難しい状況である。
　そうした中、政府は夏の電力不足解消を理由に、暫定的に決めた安全基準に基づき、立地
自治体の理解が得られた原発から再稼動を認める方針だが、どこまで安全が保障されるのか、
国民の多くは強い不安を感じている。
　日置市は、川内原発から 30km 圏内に２万７千人もの市民が居住する周辺自治体である。
万一、原発事故で放射性物質が放出された場合、北西の季節風など気象条件の影響や、また
同じ海域内での潮流・海流の影響等を考えれば、本市への甚大な被害は避けられない。
　よって、市民の生命・財産と安心・安全を守るため、本市議会は川内原子力発電所の安全
対策に関して、国会、政府、鹿児島県及び九州電力株式会社に対し、以下の事項について強
く求めることを決議する。

記

１　国会及び政府は、防災対策を重点的に充実すべき地域の範囲（EPZ）を30km圏内に早急
に見直すこと。また、周辺自治体と九州電力株式会社との間で、原子力発電所に関する情
報提供や連絡体制の構築などを盛り込んだ原子力安全協定の締結を法的に位置付けること。

２　鹿児島県は、原子力発電所に対する安全性や信頼性の向上と、事故発生時の迅速かつ的
確な対応を図るために、九州電力株式会社に対し、周辺自治体と九州電力株式会社との間
の原子力安全協定の締結へ向けて、積極的に推進を図ること。

３　九州電力株式会社は、周辺自治体との信頼関係を構築するために、川内原子力発電所の
安全性に関する情報提供や説明、また原発事故発生時における即時の連絡体制の整備等を
協議するため、周辺自治体との間で原子力安全協定の締結を早急に行うこと。

以上、決議する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 平成24年６月29日
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市民の安心・安全、生命・財産を守るため！

川内原子力発電所の安全 対策に関する決議
意見書

要　請

意見書

要　請

川内原子力発電所の
安全対策に関する意見書

川内原子力発電所の
安全対策に関する要請書

原子力災害における防災対策を
重点的に充実すべき範囲（EPZ）の
拡大及び原子力安全協定締結に
関する意見書

川内原子力発電所の
安全対策に関する要請書

内　容
　県は、川内原発に対する安全性や信頼性の
向上と事故発生時の迅速かつ的確な対応を図
るために、周辺自治体と九州電力との間の原
子力安全協定の締結へ向けて、積極的に推進
を図ること。

内　容
１　川内原発の安全性に関する情報提供や説

明を積極的に行うこと。
２　原発事故発生時における即時の連絡体制

の整備等を協議するため、原子力安全協定
の締結を早急に行うこと。

内　容
１　防災対策を重点的に充実すべき地域の範

囲（EPZ）を 30km 圏内に早急に見直すこと。
２　周辺自治体と九州電力との間で、原発に

関する情報提供や連絡体制の構築の原子力
安全協定の締結を法的に位置付けること。

内　容
　原発に対する安全性や信頼性の向上と、事
故発生時の迅速かつ的確な対応を図るために、
周辺自治体と九州電力との間の原子力安全協
定の締結へ向けて積極的な推進を図るよう、
鹿児島県知事に対して強く働きかけること。

提出先　鹿児島県知事

要請先　九州電力株式会社 代表取締役社長

提出先　衆議院議長、参議院議長、
　　　　内閣総理大臣、総務大臣、
　　　　経済産業大臣、内閣官房長官、
　　　　内閣府特命担当大臣（原子力行政）

要請先　鹿児島県議会議長

※県知事へ意見書を提出

※金子県議会議長へ直接要請※九州電力㈱鹿児島営業所長へ要請書を提出
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委
員
会
や
本
会
議
で
の

質
疑
は

提
案
さ
れ
た
議
案

マレーシア スバンジャヤ市と友好都市提携へ

　
討
　
論

人　口 約58万人

面　積 161.8km²

主産業 商業・観光

位　置
マレーシアの
首都クアラルンプールから
南西へ車で 40分

スバンジャヤ市とは？

◇
マ
レ
ー
シ
ア
ス
ラ
ン
ゴ
ー

ル
州
ス
バ
ン
ジ
ャ
ヤ
市
と
の

友
好
都
市
提
携
に
つ
い
て

議
案
の
内
容

　

旧
吹
上
町
で
昭
和
58
年
か

ら
始
ま
っ
た
「
か
ら
い
も
交

流
」
に
よ
る
留
学
生
や
国
際

交
流
員
、
技
術
研
修
生
等
の

受
け
入
れ
な
ど
現
在
ま
で
続

い
て
い
る
マ
レ
ー
シ
ア
と
の

国
際
交
流
を
踏
ま
え
、
ス
バ

ン
ジ
ャ
ヤ
市
と
友
好
都
市
提

携
を
行
い
、
そ
の
友
好
協
力

関
係
を
さ
ら
に
推
進
す
る
。

協
定
の
内
容

　

文
化
、
教
育
、
環
境
、
経

済
、
観
光
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の

幅
広
い
分
野
に
お
い
て
相
互

交
流
を
行
い
、
両
市
の
反
映

と
発
展
を
促
進
す
る
。

問　

こ
れ
ま
で
の
国
際
交
流

の
あ
り
方
で
は
い
け
な
い

の
か
。

答　

こ
れ
ま
で
の
結
び
付
き

等
を
よ
り
一
層
発
展
さ
せ
、

友
好
増
進
と
文
化
交
流
を

通
じ
た
国
際
交
流
の
進
展

に
向
け
る
。

　
　

ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
と

　

の
友
好
交
流
15
周
年
目
を

　

迎
え
る
た
め
に
友
好
都
市

　

盟
約
を
提
携
し
た
い
。

問　

吹
上
地
域
だ
け
で
は
な

く
、
市
全
体
で
の
交
流
へ

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　

市
内
の
小
中
学
生
を
対

象
と
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
で

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
市
民

の
募
集
に
よ
る
親
善
団
の

派
遣
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
で

の
マ
レ
ー
シ
ア
の
特
産
品

の
展
示
販
売
、
そ
の
他
環

境
交
流
や
文
化
交
流
を
計

画
し
て
い
る
。

  

反　

対

　

国
際
交
流
そ
の
も
の
は
否

定
し
な
い
が
、
費
用
に
貴

重
な
自
主
財
源
を
使
う
た
め
、

こ
の
よ
う
な
お
金
の
使
い
道

に
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る

か
疑
問
で
あ
り
、
他
に
先
に

や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
た
め

賛
成
で
き
な
い
。

　

本
市
は
国
内
４
カ
所
、
県

内
２
カ
所
、
国
外
１
カ
所
の

姉
妹
・
兄
弟
都
市
が
あ
る
。

　

こ
れ
以
上
の
友
好
都
市
を

拡
大
す
べ
き
で
は
な
い
。

  

賛　

成

　

旧
吹
上
町
で
交
流
が
始
ま

り
、
本
市
に
と
っ
て
大
き
な

成
果
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。

　

今
後
な
お
一
層
交
流
を
深

め
、
両
市
の
繁
栄
と
発
展
の

促
進
に
繋
が
る
た
め
賛
成
。

　

文
化
交
流
や
経
済
交
流
の

期
待
が
で
き
、
両
市
の
繁
栄

や
発
展
の
将
来
が
展
望
で
き

る
た
め
賛
成
。

《
賛
成
17･

反
対
４
で
可
決
》
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◇
日
置
市
長
等
の
給
与
の
特

例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正議
案
の
内
容

　

職
員
の
公
金
着
服
と
い
う

不
祥
事
に
対
し
、
特
別
職
と

し
て
の
監
督
責
任
を
重
く
受

け
止
め
、
自
ら
を
処
す
る
た

め
給
与
を
減
額
す
る
。

　

市　

長
…
30
％
減
額

　

副
市
長
…
20
％
減
額

　

期　

間
…
７
月
〜
９
月

《
全
会
一
致
で
可
決
》

◇
日
置
市
キ
ャ
ン
プ
村
条
例

の
一
部
改
正

議
案
の
内
容

　

日
置
市
天
神
ヶ
尾
キ
ャ
ン

プ
村
を
廃
止
す
る
。

問　

天
神
ヶ
尾
キ
ャ
ン
プ
場

前
の
駐
車
場
は
、
住
民
か

ら
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う

声
が
あ
る
が
、
ど
う
な
る

の
か
。

答　

駐
車
場
は
利
活
用
の
関

係
も
あ
り
、
森
林
管
理
署

と
引
き
続
き
貸
借
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
協
議
を

し
て
い
る
。

問　

市
は
交
流
人
口
を
増
や

す
努
力
を
し
て
い
る
が
、

キ
ャ
ン
プ
場
は
自
転
車
道

路
も
近
く
ま
で
通
っ
て
お

り
、
休
憩
基
地
と
し
て
利

用
を
図
る
た
め
に
、
買
い

取
り
を
行
う
考
え
は
な

か
っ
た
か
。

答　

購
入
し
て
活
用
す
る
ビ

ジ
ョ
ン
が
ま
だ
な
い
の
で
、

今
回
と
り
あ
え
ず
土
地
を

返
還
す
る
。

  

反　

対

　

時
代
の
流
れ
で
利
用
者
は

減
っ
た
が
、
日
吉
地
域
の
住

民
が
長
い
間
利
用
し
て
き
た

歴
史
の
あ
る
場
所
で
あ
る
。

　

平
成
12
年
に
休
村
に
な
っ

た
が
、
健
康
づ
く
り
や
自
転

車
道
路
の
利
用
者
の
休
憩
場

所
な
ど
、
再
生
を
願
う
気
持

ち
も
あ
り
廃
止
に
反
対
す
る
。

〈
賛
成
15
・
反
対
６
で
可
決
〉   

人
事
案
件

◇
教
育
委
員
会
委
員

　

平
成
24
年
６
月
10
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
引
き
続
き
後
任
委
員
と

し
て
任
命
す
る
。

　
内
村
　
友
治
氏
（
日
吉
）

《
全
会
一
致
で
同
意
》

◇
公
平
委
員
会
委
員

　

平
成
24
年
７
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
引
き
続
き
後
任
委
員
と

し
て
任
命
す
る
。

　

新
倉
　
哲
朗
氏（鹿

児
島
市
）

《
全
会
一
致
で
同
意
》

◇
固
定
資
産
評
価
員

　

現
評
価
員
の
辞
任
に
伴
い
、

後
任
の
評
価
員
と
し
て
選
任

す
る
。

　

鉾
之
原
　
政
実
氏

（
税
務
課
長
）

《
全
会
一
致
で
同
意
》

マレーシア スバンジャヤ市と友好都市提携へ

本
会
議
で
の
質
疑

　
討
　
論

市　　　長 副　市　長

条例上の額 86万2000円 65万7000円

現在の額 73万2700円
（15%減額）

59万1300円
（10%減額）

減額後の額 47万4100円
（45%減額）

45万9900円
（30%減額）

天神ヶ尾キャンプ場の管理棟
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（１万円未満四捨五入）

※安心こども基金とは･･･国からの交付金を財源に、保育所等の整備
事業を行うために県が基金造成するもの。

会　計　名 補正額 補正後予算 採決の結果
一 般 会 計 １１億７１７２万円 ２４５億３３１０万円 全会一致で可決

国民健康保険特別会計 ２０万円 ６３億４４０６万円 全会一致で可決

公共下水道事業特別会計 ７１２万円 ６億７３０４万円 全会一致で可決

６月議会で審議した補正予算

６月補正予算クローズアップ
平 成 24 年 度

道整備交付金事業

鹿児島県
安心こども基金事業

災害支援事業

住宅・建物
耐震改修事業

《補正額》

３億5697万円

《補正額》

４億円

《補正額》

330万円

《補正額》

1000万円

　国からの内示に伴う
市道19路線分の舗装補修等の増額補正。

（国庫補助金50％）
（伊集院６路線、東市来６路線、日吉３路線、吹上４路線）

　安心こども基金整備計画に基づく保育所
施設整備の助成のための増額補正。

（県補助金50％、市25%）
（認定子ども園朝日ヶ丘幼稚園、清光保育園）

　宮城県岩沼市へ土木技術職員を
災害支援として派遣するための増額補正。
（平成23年度実績延べ 42人、派遣先４市町、
平成24年度技術職員４人、派遣先宮城県岩沼市）
※24年度は平均３カ月で年間を通しての支援。

日置市耐震改修促進計画策定の
ための増額補正。
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６
月
29
日
の
最
終
本
会
議

で
、
議
会
が
抱
え
る
課
題
を

解
決
し
、
さ
ら
に
議
会
改
革

に
関
す
る
調
査
を
進
め
る
た

め
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
。

【
調
査
の
内
容
】

　

地
方
分
権
改
革
や
地
域
主

権
改
革
に
よ
っ
て
、
地
方
公

共
団
体
の
自
己
決
定
権
や
自

己
責
任
が
拡
大
さ
れ
つ
つ
あ

る
中
で
、
市
民
の
代
表
で
あ

る
議
会
の
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
政
策
決
定
に
お
け

る
市
民
参
加
や
市
民
と
の
情

報
共
有
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

よ
り
一
層
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
す
た
め
、
議
会
報
告
会

の
あ
り
方
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
情
報
発
信
等
を
さ

ら
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　

ま
た
、
議
会
の
活
動
原
則

等
を
規
定
し
た
議
会
基
本
条

例
に
つ
い
て
も
、
十
分
な
調

査
検
討
を
行
う
。

委 

員 

長　

大
園　

貴
文

副
委
員
長　

西
薗　

典
子

委　
　

員　

田
畑　

純
二

　

  

〃　
　
　
中
島　

昭

　

  

〃　
　
　
花
木　

千
鶴

　

  

〃　
　
　
坂
口　

洋
之

　

  

〃　
　
　
門
松　

慶
一

　

  

〃　
　
　
上
園　

哲
生

　

  

〃　
　
　
出
水
賢
太
郎

　

  

〃　
　
　
東
福　

泰
則

　

  

〃　
　
　
山
口　

初
美

　
  

〃　
　
　
黒
田　

澄
子

　

全
国
市
議
会
議
長
会
よ
り
、

成
田
浩
議
員
な
ら
び
に
佐
藤

彰
矩
議
員
が
市
議
会
議
員
15

年
勤
続
表
彰
、
池
満
渉
議
員

な
ら
び
に
西
薗
典
子
議
員
が

10
年
勤
続
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

　

ま
た
、
成
田
浩
議
員
は
市

議
会
正
副
議
長
４
年
勤
続
表

彰
も
受
け
、
６
月
29
日
の
本

会
議
後
に
４
人
へ
の
表
彰
状

の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議会改革調査
　特別委員会を設置！

特
別
委
員
会

　
　
　 

の
委
員

議
員
表
彰
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	 	 	 	 これからどうする! 日置市

	 	 	 	
　
　

漆
島
　
政
人
　
議
員

  　

国
が
示
し
て
い
る
罰
則
に

よ
る
と
、
日
置
市
の
場
合
、

国
保
被
保
険
者（
40
〜
74
歳
）

の
特
定
健
診
受
診
率
が
65
％

達
成
で
き
な
け
れ
ば
後
期
高

齢
者
医
療
へ
の
負
担
金
が
約

６
千
万
円
増
え
る
。

　

逆
に
達
成
で
き
れ
ば
６
千

万
円
が
減
額
さ
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
達
成
す
る

か
し
な
い
か
で
は
１
億
２
千

万
円
の
財
源
に
影
響
が
出
る

た
め
、
何
と
し
て
も
達
成
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の

見
通
し
は
あ
る
か
。

　

年
頭
に
「
健
康
づ
く
り
」

を
日
置
市
の
テ
ー
マ
に
掲
げ

特
定
健
診
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

き
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
受
診

料
の
無
料
化
を
は
じ
め
自
治

会
総
会
等
へ
お
伺
い
し
受
診

勧
奨
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

受
診
率
65
％
は
大
変
ハ
ー

ド
ル
の
高
い
数
値
で
は
あ
る

が
、
後
期
高
齢
者
負
担
金
の

罰
則
も
あ
る
の
で
少
し
で
も

受
診
率
が
上
が
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
。

　

健
診
を
受
け
な
い
人
た
ち

の
理
由
に
「
暇
が
な
い
・
元

気
だ
か
ら
・
去
年
受
け
た
か

ら
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ
る
。

　

65
％
達
成
す
る
た
め
に
は
、

こ
う
し
た
人
た
ち
に
誰
か
が

個
別
に
訪
問
し
「
１
年
に
１

回
必
ず
健
康
診
断
を
受
診
す

る
必
要
性
や
重
要
性
」
を
丁

寧
に
説
明
説
得
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

そ
の
役
割
は
健
康
保
険
課

や
保
健
推
進
員
だ
け
に
任
せ

る
の
で
は
な
く
職
員
全
体
が

意
識
を
変
え
立
ち
上
が
ら
な

け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
課
題

で
あ
る
。

　

早
急
に
そ
の
体
制
づ
く
り

を
整
え
る
べ
き
で
は
。

　

受
診
対
象
者
は
９
４
０
０

人
ぐ
ら
い
い
る
。

　

も
う
す
ぐ
実
施
さ
れ
る
一

回
目
の
受
診
結
果
を
見
れ
ば

ど
れ
だ
け
の
方
が
受
診
さ
れ

て
い
な
い
か
分
る
の
で
、
受

診
さ
れ
て
い
な
い
人
を
対
象

に
、
自
治
会
長
や
保
健
推
進

員
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら

職
員
も
一
緒
に
な
っ
て
訪
問

し
、
説
明
し
て
受
診
を
促
し

て
い
く
取
り
組
み
を
し
て
い

き
た
い
。

６月定例会では11名の議員が登壇し、日置市の未来を見据え質問を行いました。

一 般 質 問

特定健診受診率、
65％達成の見通しは！

【答弁】
65％は大変ハードルの高い
数値である

質問
1

職員全体が意識を変
えて立ち上がるべき

【答弁】
１回目の受診結果を見てか
ら取り組む

質問
2

より良い市政を目指して

65％達成できるか？
伊集院地域から健診始まる

漆
島

漆
島

市
長

市
長
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	 	 	 	 これからどうする! 日置市
６月定例会では11名の議員が登壇し、日置市の未来を見据え質問を行いました。

一 般 質 問

	 	 	 	 　

行
政
事
務
の
執
行
は
、
大

半
が
公
共
施
設
を
利
用
し
て

な
さ
れ
、
そ
の
関
連
経
費
は

歳
出
総
額
の
半
分
以
上
で
、

そ
の
有
効
利
用
は
財
政
改
革

の
柱
と
な
る
。

　

本
市
の
公
共
施
設
の
数
を

示
せ
。

　

ま
た
、
維
持
管
理
は
計
画

的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　

施
設
台
帳
、
担
当
部
局
は

一
元
化
さ
れ
て
い
る
か
。

　

現
状
が
当
初
の
設
置
目
的

　
　
　

池
満
　
渉
　
議
員

に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
は
無
い
か
。

　

整
理
統
合
な
ど
、
今
後
の

方
針
を
示
せ
。

　

市
営
住
宅
・
福
祉
関
連
・

社
会
体
育
な
ど
合
わ
せ
て
１

８
５
施
設
１
０
６
２
棟
あ
る
。

　

維
持
管
理
は
総
合
計
画
に

沿
う
が
、
財
政
状
況
次
第
で

変
更
も
生
じ
る
。

　

公
会
計
制
度
改
革
に
よ
り

「
一
括
の
公
有
財
産
台
帳
」

が
28
年
度
に
完
成
す
る
が
、

専
門
性
も
あ
り
担
当
部
署
は

原
課
と
し
、
財
源
と
の
絡
み

か
ら
財
政
管
財
課
で
全
体
把

握
を
す
る
。

　

現
在
、
保
育
所
な
ど
民
営

化
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
は
指
定
管
理
施
設
も

含
め
、
利
用
度
・
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
を
見
極
め
「
民
間

譲
渡
か
ら
廃
止
ま
で
」
検
討

を
進
め
る
。

　

一
昨
年
の
12
月
議
会
で
も

質
問
し
た
。

　

安
全
性
・
利
用
客
の
数
な

ど
積
極
的
に
協
議
し
た
結
果

は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
独
自
の
財
源
調
査

の
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　

伊
集
院
駅
改
築
の
今
が
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
が
、
今
後

の
取
り
組
み
姿
勢
を
示
せ
。

　

Ｊ
Ｒ
本
社
や
鹿
児
島
支
社

と
３
回
ほ
ど
協
議
し
て
い
る
。

　

今
後
は
国
交
省
と
も
協
議

し
て
い
く
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は
高

額
な
の
で
、
広
木
駅
等
の
先

例
も
示
し
、
平
面
式
で
の
安

全
性
に
つ
い
て
協
議
を
続
け
る
。

　

障
害
・
福
祉
施
設
の
有
無

も
、
利
用
客
数
に
換
算
さ
れ
る
。

　

伊
集
院
駅
改
築
で
Ｊ
Ｒ
と
の

折
衝
機
会
も
頻
繁
に
な
り
、
早

期
実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
。

「公共施設」の整理
統合と有効活用は

【答弁】
コスト等の精査で民間譲渡
や廃止も

質問
1

ＪＲ東市来駅の跨線
橋問題のその後は

【答弁】
早期の解決に向けて努力す
る

質問
2

東市来駅の跨線橋

池
満

池
満

市
長

市
長
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西
薗
　
典
子
　
議
員

　

高
齢
化
社
会
や
医
療
費
増

大
に
お
け
る
各
種
健
診
な
ど

中
高
年
層
の
健
康
対
策
は
、

危
機
的
で
は
あ
る
が
進
み
つ

つ
あ
る
。

　

し
か
し
、
若
者
た
ち
の
３

人
に
１
人
は
朝
食
を
摂
ら
な

い
な
ど
、
中
高
生
か
ら
病
気

の
予
備
軍
と
な
る
兆
候
が
見

ら
れ
、
若
者
た
ち
を
健
康
づ

く
り
に
巻
き
込
む
こ
と
が
、

将
来
の
健
康
社
会
と
医
療
費

抑
制
に
繋
が
る
。

　

幼
少
・
学
齢
期
の
親
子
の

健
康
指
導
や
意
識
付
け
が
、

若
者
を
含
め
た
働
き
盛
り
の

人
た
ち
の
健
康
指
導
に
つ
な

が
り
、
学
校
な
ど
に
大
き
な

役
割
が
あ
る
。

　

条
例
に
教
育
機
関
や
学
齢

期
の
位
置
づ
け
が
も
っ
と
必

要
で
は
な
い
か
。

　

健
康
づ
く
り
を
進
め
る
拠

点
の
事
業
所
と
し
て
、
市
役

所
来
庁
者
も
一
緒
に
な
っ
て

定
時
に
体
操
を
し
た
ら
、
健

康
づ
く
り
と
運
動
推
進
に
も

な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

国
保
税
を
昨
年
上
げ
た
が
、

25
年
度
も
財
源
不
足
が
見
込

ま
れ
る
。

　

特
定
健
診
や
が
ん
検
診
な

ど
で
、
健
康
増
進
と
医
療
費

抑
制
を
図
り
た
い
。

　

若
年
層
も
予
備
軍
へ
の
課

題
を
抱
え
て
お
り
、
事
業
所
や

団
体
へ
の
責
務
を
明
記
し
、
子

ど
も
た
ち
の
異
常
は
親
子
と

も
に
健
康
管
理
を
指
導
す
る
。

　

条
例
の
文
言
は
、
健
康
づ

く
り
推
進
協
議
会
に
諮
る
。

　

職
員
は
、
毎
朝
体
操
す
る

が
、
安
全
と
健
康
な
環
境
づ

く
り
の
た
め
検
討
す
る
。

　

過
疎
化
、
高
齢
社
会
の
進

展
で
空
き
家
や
廃
屋
が
急
増

し
て
い
る
が
、
防
犯
・
防
災
・

倒
壊
・
景
観
な
ど
で
、
周
辺

住
民
は
不
安
や
苦
難
を
強
い

ら
れ
て
い
る
。

　

個
人
所
有
で
あ
っ
て
も
命

令
や
勧
告
、
条
例
づ
く
り
な

ど
で
解
決
に
取
り
組
む
時
期

に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

昨
年
１
月
現
在
で
２
４
５

３
棟
あ
り
、
５
年
間
で
７
０

６
棟
増
え
、
今
後
も
増
加
が

見
込
ま
れ
る
。

　

特
に
危
険
度
の
高
い
所
は
、

自
治
会
長
と
連
携
し
て
個
別

に
対
応
し
て
い
る
が
、
今
後

は
解
体
補
助
金
や
条
例
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
方
へ
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し

た
い
。

　
　

黒
田
　
澄
子
　
議
員

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
特
集
さ

れ
た
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
症
は
、

妊
娠
中
に
生
肉
を
食
べ
た
り
、

素
手
で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
す

る
こ
と
で
猫
の
フ
ン
等
に
あ

る
菌
か
ら
経
口
感
染
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

こ
こ
３
年
間
に
全
国
で
16

人
の
子
ど
も
が
水
頭
症
等
の

障
が
い
を
も
っ
て
生
ま
れ
て

い
る
。

　

若
い
女
性
の
８
割
は
、
こ

の
こ
と
を
知
ら
な
い
と
い
う

デ
ー
タ
も
あ
る
。

　

過
熱
し
た
肉
を
食
べ
る
こ

と
や
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
時
の
手

袋
・
終
了
時
の
手
洗
い
で
防

げ
る
た
め
、
本
市
で
も
、
妊

婦
へ
の
啓
発
は
で
き
な
い
か
。

　

す
べ
て
の
妊
婦
に
周
知
す

る
と
不
安
を
あ
お
り
か
ね
な

い
た
め
、
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て

い
た
り
、
土
い
じ
り
を
さ
れ

る
方
に
は
個
別
に
対
応
し
、

予
防
等
に
つ
い
て
も
話
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

子どもや若者を巻き
込む健康推進条例を

【答弁】
危機意識をもって取り組む

質問
1

妊婦と胎児をトキソ
プラズマ症から守れ

【答弁】
不安をあおらないよう個別
に対応する

質問
1

急増する空き家と廃
屋の実態と対策は

【答弁】
特に防犯上危険なところか
ら

質問
2

解体された空き家跡

西
薗

黒
田

西
薗

市
長

市
長

市
長
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国
民
、
市
民
の
負
担
は
急

激
な
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

高
齢
世
帯
が
多
く
な
っ
て
、

生
活
に
不
安
を
持
っ
て
い
る

方
々
も
あ
る
よ
う
に
伺
う
。

　

田
畑
や
林
地
を
処
分
し
た

い
な
ど
と
い
う
話
を
聞
く
こ

と
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
誰
が

相
談
に
応
じ
て
い
る
の
か
。

　

納
税
に
見
合
う
資
産
の
利

用
方
法
は
な
い
も
の
な
の
か
。

　
　
　

栫
　
康
博
　
議
員

　

水
源
林
と
し
て
、
山
林
を

地
方
自
治
体
が
買
い
取
っ
て

い
る
例
が
あ
る
。

　

農
地
等
の
広
大
な
敷
地
は
、

太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
等

に
利
用
し
、
税
の
軽
減
に
つ

な
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

売
却
さ
れ
た
一
部
は
、
外

国
人
へ
所
有
権
が
移
っ
て
い

る
と
い
う
が
、
借
地
料
は
現

状
で
良
い
か
。

　

相
談
窓
口
と
し
て
は
、
関

係
各
課
で
応
じ
て
い
る
。

　

相
談
を
受
け
て
も
法
的
に

で
き
な
い
課
題
も
多
く
、
話

を
聞
く
だ
け
で
止
ま
っ
て
い

る
も
の
も
あ
る
。

　

社
協
で
は
、
月
一
回
は
弁

護
士
を
入
れ
た
相
談
も
受
け

て
い
る
。

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

管
理
放
棄
状
態
と
な
っ
た
農

地
や
山
林
が
増
加
し
て
い
る
。

　

農
業
委
員
会
で
売
買
・
賃

貸
を
進
め
て
い
る
が
、
条
件

の
悪
い
農
地
は
、
耕
作
希
望

者
も
見
つ
か
ら
な
い
。

　

管
理
が
放
棄
さ
れ
た
農
地

や
山
林
へ
固
定
資
産
税
が
課

税
さ
れ
る
こ
と
に
、
苦
慮
し

て
い
る
声
も
聞
い
て
い
る
。

　

固
定
資
産
税
は
、
地
方
自

治
体
の
財
源
の
根
源
を
な
す

も
の
で
あ
り
、
中
山
間
直
接

支
払
制
度
や
農
地
・
水
保
全

管
理
支
払
交
付
金
制
度
な
ど
、

補
助
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、

農
地
や
山
林
な
ど
の
多
面
的

機
能
を
生
か
し
地
域
全
体
で

守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

24
年
度
か
ら
国
は
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
作
成
と
実
現
に

向
け
て
、
認
定
農
業
者
等
の

経
営
体
へ
の
農
地
集
積
や
新

規
就
農
者
へ
の
農
地
の
有
効

利
用
へ
取
り
組
む
中
で
、
農

地
の
貸
し
手
に
農
地
集
積
協

力
金
の
交
付
も
計
画
さ
れ
て

い
る
。

　

水
源
地
や
山
林
部
を
外
国

人
を
含
め
多
様
な
方
々
が
購

入
し
て
も
、
適
正
な
管
理
を

し
て
頂
け
る
な
ら
ば
良
い
が
、

目
的
の
違
う
方
向
に
転
用
さ

れ
れ
ば
難
し
い
こ
と
に
な
る
。

　

現
状
で
は
規
制
で
き
ず
課

題
と
な
る
。

　

性
同
一
性
障
が
い
者
か
ら

の
相
談
状
況
と
相
談
窓
口
は

ど
こ
か
。

　

早
い
人
で
は
、
２
歳
か
ら

体
と
心
の
違
和
感
を
感
じ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
思

春
期
に
入
り
、
体
が
変
化
す

る
と
死
に
た
い
と
思
う
人
が

多
く
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

学
校
で
の
性
的
少
数
者
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
の
現
状
は

ど
う
か
。

　

選
挙
時
の
受
付
で
の
男
女

の
区
別
を
や
め
て
ほ
し
い
と

の
声
が
あ
る
。

　

阿
久
根
市
、
薩
摩
川
内
市
、

い
ち
き
串
木
野
市
、
南
さ
つ

ま
市
、
鹿
児
島
市
、
霧
島
市

等
の
11
市
で
は
区
別
を
行
っ

て
い
な
い
。

　

性
的
少
数
者
の
人
権
を
重

ん
じ
、
こ
の
よ
う
な
区
別
は

排
除
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
担

当
部
署
や
専
門
機
関
を
紹
介

し
支
援
す
る
。

　

現
在
、
学
校
で
学
ぶ
機
会

は
な
い
が
今
後
必
要
で
あ
る
。

　

国
か
ら
も
き
め
細
や
か
な

相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
よ

う
指
示
も
あ
り
、
研
修
も

行
っ
て
い
く
。

　

選
挙
時
の
受
付
の
男
女
区

別
は
ス
ム
ー
ズ
な
投
票
の
た

め
変
更
し
な
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
高
齢
者
外
出
時
の
安
心  

　

カ
ー
ド

・
中
学
生
の
ク
ー
ル
ビ
ズ

・
校
舎
の
非
構
造
物
耐
震
化

・
通
学
路
総
点
検

課税と納付は

【答弁】
固定資産税は地方自治体財
源の根源

質問
1

性同一性障がい者へ
の相談･教育･対応は

【答弁】
男女共同参画相談員が相談
を受ける

質問
2

納税に見合う活用方法を

栫

黒
田

市
長

市
長
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花
木
　
千
鶴
　
議
員

　

現
在
、
本
市
は
数
名
の
心
理

職
を
配
置
し
て
い
る
が
、
非

常
勤
で
あ
る
た
め
日
程
調
整

が
つ
か
ず
、
必
要
な
事
業
に

確
保
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　

保
健
・
福
祉
・
教
育
な
ど

多
様
な
分
野
か
ら
の
要
請
が

多
い
臨
床
発
達
心
理
士
を
常

勤
雇
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

療
育
の
発
達
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
乳
幼
児
健
診
か
ら
学

齢
期
の
支
援
に
繋
ぐ
必
要
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
「
子

ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
心

理
士
が
、
も
っ
と
学
校
と
の

連
携
も
深
め
ら
れ
る
よ
う
に

す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
策
の

充
実
に
向
け
て
、
発
達
支
援

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

現
在
は
心
理
士
や
家
庭
相

談
員
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
で
対
応
し

て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
ニ
ー

ズ
は
あ
る
の
で
、
必
要
性
は

感
じ
て
い
る
。

　

幼
児
期
か
ら
学
校
ま
で
一

貫
し
た
シ
ス
テ
ム
は
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
専
門

家
の
支
援
が
必
要
な
の
で
、

環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
。

　
　

上
園
　
哲
生
　
議
員

　

第
２
期
指
定
管
理
者
制
度

（
平
成
22
年
４
月
〜
平
成
25

年
３
月
）
の
残
存
期
間
が
迫

り
、
第
３
期
指
定
管
理
者
制

度
に
向
け
て
、
指
定
管
理
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
把
握
さ

れ
、
見
直
し
も
含
め
て
、
ど

の
よ
う
な
方
針
で
臨
む
の
か
。 　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
て
い
る
施
設
は
、
年
次
・

毎
月
の
業
務
報
告
書
、
さ
ら

に
毎
年
度
、
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
利
用
状

況
、
収
支
状
況
等
を
確
認
し
、

現
状
を
把
握
し
て
い
る
。

　

第
３
期
に
つ
い
て
は
、
漫

然
と
継
続
し
な
い
。

　

吹
上
支
所
公
共
施
設
振
興

管
理
公
社
が
指
定
管
理
者
と

し
て
運
営
し
て
き
た
吹
上
浜

キ
ャ
ン
プ
村
も
、
森
林
管
理

署
と
の
協
議
に
よ
り
、
今
年

度
限
り
で
休
村
と
な
る
。

　

そ
の
他
の
施
設
に
つ
い
て

も
効
果
的
、
効
率
的
な
運
営

に
最
適
な
手
法
は
ど
の
よ
う

な
方
法
が
あ
る
の
か
検
討
を

進
め
て
い
る
。

　

吹
上
支
所
公
共
施
設
振
興

管
理
公
社
の
業
務
が
年
々
縮

小
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

道
路
・
公
園
等
の
維
持
管

理
業
務
や
吹
上
浜
キ
ャ
ン
プ

村
の
管
理
運
営
、
さ
ら
に
こ

れ
ま
で
の
遊
歩
道
管
理
、
一

般
廃
棄
物
収
集
業
務
等
、
多

方
面
に
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
き
た
。

　

今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
性

で
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　

公
社
規
約
第
25
条
を
も
っ

て
、
解
散
を
理
事
会
で
決
定

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
公
社
の
実
施
し

て
き
た
事
業
の
重
要
な
役
割

に
か
ん
が
み
、
管
理
業
務
を

円
滑
に
直
営
に
移
行
す
る
こ

と
と
し
た
。

　

継
続
し
て
雇
用
を
望
む
職

員
は
、
作
業
班
を
組
織
し
、

嘱
託
職
員
・
臨
時
職
員
と
し

て
雇
用
し
て
い
く
。

　

現
在
の
公
社
委
託
業
務
を
、

直
営
移
行
業
務
と
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
委
託

可
能
な
業
務
と
に
仕
分
け
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

※
吹
上
温
泉
の
湧
出
量
の
認

　

識
と
、
湯
量
確
保
に
つ
い
て

臨床発達心理士の常
勤雇用は

【答弁】
来年度からの常勤化で募集
する

質問
1

第３期指定管理者制度
はどのような方針で

【答弁】
吹上浜キャンプ村は休村に

質問
1

今年度限りで休村になる吹上浜キャンプ村

花
木

上
園

市
長

市
長

市
長

吹上支所公共施設振
興管理公社の今後は

【答弁】
管理公社は解散へ

質問
2

上
園
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学
校
あ
り
方
検
討
委
員
会

の
報
告
書
が
出
さ
れ
た
が
、

今
後
の
説
明
会
の
趣
旨
は
。

　

報
告
書
に
あ
る
適
正
規
模

に
つ
い
て
は
地
域
の
方
々
の

関
心
が
高
い
と
思
う
。

　

学
校
教
育
は
規
模
だ
け
で

語
れ
な
い
面
も
あ
る
の
で
、

市
の
教
育
理
念
を
明
確
に
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
の
計
画
は
ど
う
か
。

　

７
月
か
ら
４
地
域
で
説
明

会
を
開
き
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
の
教
育
環
境
は
ど
う

あ
れ
ば
い
い
か
、
地
域
で
ど

の
よ
う
な
学
校
に
し
た
い
か

な
ど
、
地
域
の
学
校
を
考
え

る
機
会
に
し
た
い
。

　

意
見
を
集
約
し
て
か
ら
、

10
月
以
降
に
小
学
校
区
ご
と

の
説
明
会
を
開
く
。

　

平
成
25
年
３
月
ま
で
に
出

さ
れ
た
意
見
を
集
約
し
、
６

月
以
降
に
市
と
し
て
の
基
本

方
針
を
示
す
。

　

そ
の
後
、
合
意
形
成
に
努

め
な
が
ら
、
１
年
か
け
て
再

編
の
方
針
を
出
す
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

※
国
民
文
化
祭
か
ご
し
ま
２

　

０
１
５
（
仮
称
）
に
つ
い
て

※
地
区
振
興
計
画
に
つ
い
て

①
伊
集
院
北
地
区
の
水
道
未

普
及
解
消
事
業
は
平
成
25
年

度
末
完
了
で
、
一
部
は
年
内

に
供
用
開
始
予
定
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
下
神
殿
地
区
で

は
国
庫
補
助
事
業
か
ら
外
れ

た
場
所
（
既
存
の
水
道
区
域

か
ら
２
０
０
ｍ
以
内
）
が
あ

り
、
整
備
の
要
望
に
ど
う
応

え
て
い
く
の
か
。

②
麦
生
田
地
区
の
水
道
未
普

及
解
消
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
出
水
　
賢
太
郎
　
議
員

①
下
神
殿
の
要
望
に
つ
い
て

は
、
25
年
度
に
認
可
作
業
に

入
り
、
27
年
度
ま
で
に
水
道

事
業
へ
の
統
合
を
目
指
す
。

②
伊
集
院
北
地
区
の
水
道
未

普
及
解
消
事
業
は
、
90
％
の

住
民
同
意
で
実
施
し
て
き
た

が
、
麦
生
田
は
同
意
率
が
低

く
協
議
が
進
ん
で
い
な
い
。

　

今
後
は
、
水
道
事
業
へ
の

統
合
を
目
指
し
、
既
存
の
水

道
区
域
に
近
い
場
所
か
ら
住

民
へ
の
説
明
と
水
道
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
。

①
新
規
水
源
の
確
保
や
水
道

施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
は

ど
う
か
。

②
漏
水
は
修
理
に
年
間
２
千

万
円
か
か
っ
て
お
り
、
水
資

源
や
ポ
ン
プ
動
力
の
無
駄
遣

い
に
も
な
る
が
、
対
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

③
災
害
時
の
給
水
と
復
旧
体

制
は
で
き
て
い
る
か
。

　

他
の
自
治
体
と
の
連
携
も

必
要
で
は
な
い
か
。

①
東
市
来
、
吹
上
両
地
域
で

水
量
が
不
足
し
て
お
り
、
新

た
な
水
源
の
探
査
や
試
掘
を

し
た
が
、
水
質
が
適
合
し
な

か
っ
た
。

　

今
後
も
水
源
を
探
し
て
い
く
。

　

老
朽
化
し
た
施
設
は
、
予

算
の
許
す
限
り
整
備
を
図
っ

て
い
く
。

②
漏
水
は
大
き
な
問
題
で
、

伊
集
院
は
県
道
伊
集
院
日
吉

線
の
郡
地
区
、
東
市
来
は
湯

之
元
区
画
整
理
地
区
内
で
多

く
発
生
し
て
い
る
。

　

水
道
管
の
布
設
替
え
は
、

道
路
改
良
や
区
画
整
理
の
事

業
と
並
行
し
て
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
他
の
場
所
は

予
算
の
範
囲
内
で
順
次
行
っ

て
い
く
。

③
管
工
事
組
合
と
災
害
協
定

を
結
ん
で
い
る
が
、
市
単
独

の
対
応
は
厳
し
い
の
で
、
近

隣
自
治
体
や
友
好
都
市
と
の

連
携
も
考
え
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

※
通
学
路
の
安
全
対
策

学校再編の方針はい
つ頃出るか

【答弁】
平成26年度までに出す

質問
2

伊集院北地区の水道
未普及の解消を

【答弁】
27年度までの整備を目指し
たい

質問
1

23年度に新設された伊集院北配水池

市の教育理念を明確に！

花
木

出
水

水道施設の維持管理
は適正か

【答弁】
新規水源の確保、漏水対策
が課題

質問
2

出
水

教
育
長

市
長

市
長
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田
畑
　
純
二
　
議
員

①
非
常
時
・
平
常
時
の
首
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り

よ
う
と
役
割
は
。

②
本
市
の
定
住
化
施
策
を
ど

う
策
定
し
、
そ
の
効
果
は
ど

う
表
れ
て
い
る
か
。

③
本
市
で
も
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
推
進
課
を
新
設
し
、
選
ば

れ
る
市
を
目
指
し
て
は
。

④
本
市
の
職
員
人
材
育
成
基

本
方
針
は
何
で
、
目
指
す
べ

き
職
員
像
は
ど
う
か
。

⑤
地
方
公
務
員
の
不
祥
事
に

対
す
る
危
機
管
理
は
。

①
非
常
時
に
は
災
害
時
の
対

応
等
、
市
長
自
ら
先
頭
に
立

ち
、
市
民
の
安
心
安
全
の
確

保
に
努
め
て
い
く
。

②
各
種
対
策
を
総
合
的
に
推

進
し
て
お
り
、
補
助
金
制
度

の
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

③
現
時
点
で
の
新
設
は
考
え

て
い
な
い
が
、
今
後
先
進
地

の
調
査
研
究
を
検
討
す
る
。

④
自
立
型
職
員
と
創
造
性
豊

か
で
柔
軟
か
つ
弾
力
的
に
対

応
で
き
る
人
材
育
成
に
努
め
、

職
員
像
の
５
目
標
で
自
己
形

成
を
図
る
。

⑤
不
断
の
見
直
し
で
公
務
員

倫
理
の
確
立
、
適
正
な
行
政

執
行
体
制
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

①
第
21
回
環
境
自
治
体
会
議

ひ
お
き
会
議
の
開
催
に
向
け

て
の
準
備
進
捗
状
況
は
。

②
日
置
市
環
境
基
本
計
画
の

進
捗
状
況
と
具
体
的
に
ど
ん

な
成
果
が
出
て
い
る
か
。

③
空
き
家
・
空
き
地
等
適
正

管
理
に
関
す
る
条
例
を
本
市

で
も
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

④
県
内
23
あ
る
景
観
行
政
団

体
に
本
市
も
早
急
に
な
る
べ

き
だ
が
、
市
長
の
方
針
は
。

⑤
吹
上
浜
海
岸
の
機
能
・
景

観
の
保
全
維
持
管
理
を
ど
う

考
え
ど
う
実
行
し
効
果
は
。

①
準
備
委
員
会
を
実
行
委
員

会
と
し
、
開
催
に
向
け
て
計

画
を
進
め
て
い
る
。

②
各
分
野
で
市
・
事
業
者
・

市
民
の
環
境
保
全
に
関
す
る

責
務
を
明
確
に
し
て
い
る
。

③
今
後
も
文
書
通
知
な
ど
自

治
会
等
の
協
力
で
必
要
に
応

じ
所
有
者
へ
指
導
を
進
め
る
。

④
景
観
の
観
点
か
ら
早
い
時

期
に
県
と
協
議
し
て
手
続
き

に
入
っ
て
い
き
た
い
。

⑤
関
係
機
関
や
私
た
ち
一
人

一
人
が
役
割
を
果
た
し
、
十

分
話
し
合
っ
て
今
後
進
め
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

※
市
長
の
公
約
の
検
証
に
つ

　

い
て

　
　

山
口
　
初
美
　
議
員

　

経
済
対
策
と
し
て
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
が
全
国

で
広
が
っ
て
お
り
、
鹿
児
島

市
や
薩
摩
川
内
市
な
ど
で
も

今
年
か
ら
始
ま
り
、
大
好
評

で
あ
る
。

　

住
み
よ
い
住
宅
の
確
保
は
、

「
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
」
と
の
自
治
体
行
政
の
目

的
に
合
致
し
、
地
域
経
済
に

お
カ
ネ
を
回
し
、
関
連
中
小

業
者
の
売
り
上
げ
増
、
雇
用

の
拡
大
と
安
定
を
も
た
ら
し
、

自
治
体
の
税
収
と
な
っ
て

戻
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　

住
民
の
税
金
で
あ
る
か
ら

こ
そ
住
民
に
喜
ば
れ
、
地
域

経
済
が
元
気
に
な
る
よ
う
に

使
う
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　

本
市
で
も
実
施
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　

本
年
度
中
に
実
施
内
容
を

検
討
し
、
25
年
度
か
ら
実
施

し
た
い
。

田
畑

田
畑

市
長

市
長

市
長

山
口

人口減少時代の自治
体経営について

【答弁】
施策の方向性を見極め活性
化する

質問
1

日 置 市 も 環 境 リ ー
ディングシティに

【答弁】
実行委員会を開催し計画を
進めている

質問
2

住宅リフォーム助成
制度の実施を

【答弁】
25年度から実施していきた
い

質問
1

吹上浜（日吉）にできた浜崖

鹿児島市が行っている住宅リフォーム支援事業
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母
子
世
帯
の
多
く
が
非
正

規
雇
用
で
生
活
が
厳
し
く
、

将
来
的
に
も
母
子
寡
婦
世
帯

の
３
世
帯
に
１
世
帯
が
貧
困

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

就
労
支
援
の
充
実
が
必
要

で
あ
る
。

　

現
状
を
本
市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　

資
格
取
得
を
支
援
す
る
高

等
技
能
訓
練
促
進
費
事
業
の

利
用
実
績
と
啓
発
は
ど
う
か
。

　
　
坂
口
　
洋
之
　
議
員

　

福
岡
県
田
川
市
は
、
ひ
と

り
親
世
帯
へ
の
各
種
制
度
や

相
談
窓
口
を
周
知
す
る
た
め

の
生
活
便
利
帳
を
作
成
し
て

い
る
が
、
本
市
も
検
討
で
き

な
い
か
。

　

23
年
度
の
ひ
と
り
親
世
帯

数
が
５
５
８
人
、
児
童
扶
養

手
当
総
額
が
２
億
１
７
７
０

万
円
と
年
々
増
加
す
る
。

　

看
護
師
・
介
護
士
・
保
育

士
等
の
資
格
を
取
り
２
年
以

上
学
校
に
通
う
母
子
世
帯
に

生
活
費
を
支
援
す
る
こ
の
制

度
の
利
用
実
績
は
、
24
年
度

２
人
が
看
護
学
校
に
入
学
し
、

現
在
５
名
の
方
が
学
ぶ
。

　

制
度
に
つ
い
て
は
年
１
回

の
現
況
報
告
時
に
周
知
す
る
。

　

生
活
便
利
帳
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
た
い
。

　

通
学
路
の
安
全
性
に
つ
い

て
は
全
国
的
な
事
故
多
発
で

多
く
の
市
民
も
関
心
が
あ
る
。

　

交
通
事
故
の
防
止
は
、
ま

ず
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
識
と
マ

ナ
ー
向
上
が
重
要
で
あ
る
。

　

児
童
・
生
徒
の
学
校
で
の

安
全
対
策
は
ど
う
な
の
か
。

　

22
年
度
に
各
学
校
で
通
学

路
の
危
険
性
の
調
査
を
実
施

し
た
が
、
23
年
度
の
改
善
状

況
は
ど
う
な
の
か
。

　

各
学
校
の
通
学
路
の
危
険

度
マ
ッ
プ
は
よ
く
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
の
で
児
童
・
生
徒

だ
け
で
な
く
市
民
へ
も
幅
広

く
周
知
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

23
年
度
の
改
善
に
つ
い
て

は
、道
路
改
良
４
カ
所
、ロ
ー

ド
ミ
ラ
ー
２
カ
所
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
３
カ
所
、
一
時
停
止

１
カ
所
実
施
し
た
。

　

危
険
度
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

は
、
学
校
と
も
相
談
し
な
が

ら
考
え
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

※
市
民
が
夢
を
も
て
る
施
策

　

に
つ
い
て

　

米
軍
機
の
低
空
飛
行
の
速

や
か
な
中
止
を
求
め
る
陳
情

を
採
択
し
、
議
会
と
し
て
国

に
意
見
書
を
提
出
し
た
が
依

然
と
し
て
飛
ん
で
い
る
。

　

目
撃
情
報
は
、「
山
に
ぶ

つ
か
る
か
と
思
っ
た
」「
突

然
の
爆
音
に
驚
き
子
ど
も
が

泣
き
だ
し
た
」「
乗
っ
て
い

る
人
の
顔
が
見
え
た
」「
牛

が
び
っ
く
り
し
て
騒
ぎ
だ
し

た
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
が

あ
り
、
異
常
に
低
い
所
を
飛

ん
で
い
て
危
険
で
あ
る
。

　

事
故
な
ど
起
こ
ら
な
い
う

ち
に
、
早
く
や
め
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
対

策
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い

る
か
。

　

米
軍
基
地
問
題
の
解
決
と

日
米
安
保
条
約
の
是
非
が
根

本
か
ら
問
わ
れ
る
大
き
な
問

題
で
あ
る
。

　

外
務
省
は
「
必
要
な
訓
練

だ
と
認
識
」
と
言
っ
て
い
る
。

　

沖
縄
の
米
軍
基
地
に
オ
ス

プ
レ
イ
が
24
機
配
備
さ
れ
る

計
画
に
な
っ
て
い
る
が
、
日

置
市
上
空
を
こ
の
欠
陥
軍
用

機
が
低
空
飛
行
す
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
事
故
が
起
き
る
こ

と
が
大
変
心
配
さ
れ
る
。

　

今
後
の
対
策
を
伺
う
。

　

今
年
度
に
な
っ
て
か
ら
は

10
回
飛
ん
で
き
て
い
る
。

　

県
の
危
機
管
理
局
防
災
課

と
連
携
し
対
処
し
て
い
る
が
、

今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

※
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

※
脱
原
発
に
つ
い
て

市
長

教
育
長

市
長

坂
口

坂
口

ひとり親世帯の就労
支援の充実・啓発を

【答弁】
資格取得に向けた生活支援
を実施

質問
1

児童・生徒の交通安
全への取り組みは

【答弁】
各学校で交通安全教室を実
施している

質問
2

山
口 米軍機の低空飛行、

早くやめさせよ

【答弁】
県危機管理局防災課と連携
し対処する

質問
2

地域の方の協力で安全に登下校
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【委員の意見】
・現在、条例にのっとり管理されているが、今後は民間との平等性も考慮して費用や管理の内容など 
　を検討すべきである。

【委員の意見】
・一部、民間事業者の処分場があるが、市や地域の協定を順守させるとともに、地域の環境パトロー           
   ルで見守っていく必要がある。

【委員の意見】
・スラグの利用促進にもっと積極的に取り組む必要がある。
・施設の存続について、将来の計画を検討する必要がある。

市営墓地の管理と改修予定は
廃棄物処理場の管理状況と
クリーン・リサイクルセンターの焼却灰・スラグの状況は

所管事務調査
文教厚生

調　査　地 概　要

山中墓地（伊集院町下谷口）
徳重墓地（伊集院町徳重）

　現状は傷みの激しい箇所の改修を行っているが、全体的に
老朽化が見られる。
　管理組合での管理はおおむね良好になされている。

焼却灰
平成24年度より焼却灰のセメント資源化処理を行っている。
年間搬出予定は 935㌧で、搬出先は福岡県苅田町の宇部興産㈱。
これまで６回搬出を行っている。

スラグ 保管量は 7761.59㌧。利用はほとんどできていない。

施　設　名 概　要 現　況

中原
最終処分場

昭和51年埋め立て開始、平成11年終了。埋め立て
た廃棄物量５万3310㎥。（焼却灰、焼却飛灰、不燃
ごみ等）

平成15年に県へ廃
止 計 画 を 提 出 済
み。

赤仁田
一般廃棄物
最終処分場

昭和61年埋め立て開始、平成17年終了。埋め立て
た廃棄物量２万300㎥。（不燃性ごみおよび粗大ご
み、安定５品目）

平成22年に県によ
る 廃 止 の 確 認 済
み。

山田
最終処分場

昭和59年埋め立て開始、平成17年終了。
埋め立てた廃棄物量8150㎥。（焼却灰、可燃ごみ、
不燃ごみ等）

適正閉鎖に係る調
査と閉鎖業務は未
実施。

東市来処分場
昭和42年埋め立て開始、平成11年終了。埋め立て
た廃棄物量不明。（焼却灰、可燃ごみ、不燃ごみ、
粗大ごみ等）

適正閉鎖に係る調
査と閉鎖業務は未
実施。

滝ノ平安定型
最終処分場

平成19年８月搬入開始、同年12月を最後に搬入さ
れていない。搬入量３万9823㎥。（安定５品目）

日置市
衛生処理場

昭和57年し尿・汚泥を発酵し、液肥・堆肥を生産
する施設として建設。し尿等の海洋投棄禁止に伴い、
平成18年肥料生産を廃止。

現在浄化槽汚泥の
中継タンクとして
使用。

 市営墓地の管理状況は

 廃棄物処理場の管理状況と現況は

 クリーンリサイクルセンターの焼却灰やスラグは

実施日 ４月19日
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【委員の意見】
・維持管理のコストは少ないが、初期投資が大きい。また雇用や工事の経済波及効果は薄いようで
　ある。

・温暖化対策などに効果があり、遊休地対策や脱原発の視点から、今後本市でも積極的に導入すべき。
・鹿児島では桜島の降灰の問題があり、技術的な研究が必要である。

【委員の意見】
・津波の被害が大きく、本市も沿岸部が多いので住民の危機意識を高める必要がある。
・原発は地域の経済に恩恵がある反面、安全性のリスクと国・電力会社の責任があいまいである。　 
　本市も脱原発の政策を 10年スパンで進めるべきである。

　３月議会において「米軍機の低空飛行の速やかな中止を求
める意見書」を国に提出したが、その後の対応について防衛
省や外務省で調査を行った。
　防衛省・外務省は米軍機に関する苦情等を受け付ければそ
の都度米軍へ報告し配慮を申し入れている状況。また、日米
同意に基づいて訓練を行っているため日本側が中止を求める
ことはできないとの説明であった。

調　査　地 概　要

茨城県坂東市
リクシルつくばソーラーパワー

　アルミサッシや住宅用品のメーカーが、茨城県と坂東市と
の共同事業で設置した日本最大規模のメガソーラー発電所。
　最大発電出力3.75ＭＷ（一般住宅1000軒分）
発電される電力の３割を自社工場で利用し、残りを売電して
いる。

調　査　地 概　要

福島県いわき市

　人口約33万人、福島第１原発から 30 ～ 70ｋｍの距離に位置する。東日
本大震災では震度６弱を観測し、沿岸部には最大８．５ｍの津波が襲った。
　死者310人、行方不明者37人、建物全壊7646戸、半壊３万61戸、一部
損壊４万3480戸。
　いわき市には、原発事故により他市町村から２万2512人が避難をしてき
ており、18歳未満の子どもの避難が三分の一を占めている。
　原発事故による被害の状況は、農林水産業で出荷制限、作付け自粛、入
荷拒否、製造業で納入拒否、観光業で予約のキャンセルなど深刻な影響が
ある。

 メガソーラー発電所について

 東日本大震災における防災・復興は

 米軍機の低空飛行に関する要望

メガソーラー発電所
東日本大震災における防災・復興
米軍機の低空飛行に関する要望

行政視察
総務企画

実施日 ５月14日～ 16日

福島県いわき市の仮設住宅
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【委員の意見】
・本市も情報の共有による継続した支援の視点に立った政策立案が必要である。
・本市においても関係各課が緊密に連携し、湖南市のような乳幼児期から学齢期、就労までのシステ
　ムを構築できるよう研究すべきである。

【委員の意見】
・本市も、ひおき会議に向けて分科会のテーマの選定、話題提供者の人選、参加者に対応するための
　人員確保が重要である。

・本市も過疎地域が増えるなかで、地域の再生と地域資源の活用をもっと考える必要がある。
・環境状況、課題に対しどのような施策で取り組むのか、市民の意識・意欲を高める方策などの検討・
　協議が急務である。

調　査　地 概　要

滋賀県湖南市

　障がいのある人など支援の必要な人に対し、乳幼児期から
学齢・就労期まで、保健・福祉・医療・教育および就労の関
係機関の横の連携による支援と個別の指導計画による支援を
提供するため、条例の制定や発達支援システムの構築などを
行っている。
　また、発達支援室を設置して、それぞれの専門家を配置し
ている。健康増進、子育て支援、学校教育、商工観光、社会
福祉の各課と定期的な連絡会議を行い、各課の事業で連携を
取りながら実施している。
　システムの特徴は、乳幼児健診での早期発見からのフォ
ロー、幼稚園・保育園での発見とフォロー、早期療育・早期
教育、就労までの支援体制が確立していること。

※環境自治体会議とは ･･･ 政策のあらゆる分野において環境
への配慮を取り入れた取り組みを行う自治体が自治体間で環
境政策に関する情報を共有し、問題解決の手がかりを探るた
めに発足した組織。

調　査　地 概　要

福井県勝山市
　本市では平成25年度に「環境自治体会議ひおき会議」を開催することが
決定し、開催に向けて取り組みが進められている。
　かつやま会議では、11 の分科会で環境保全やごみの減量化、環境教育な
ど各テーマに基づき情報共有・問題解決の手がかりを話し合った。

 湖南市発達支援システムについて

 環境自治体会議かつやま会議について

湖南市発達支援システム
環境自治体会議かつやま会議

行政視察
文教厚生

実施日 ５月25日～ 27日

次回開催地として本市実行委員会がPR
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木質ペレットとは ･･･ 廃材や樹皮などを圧縮し、固めたもので燃料として利用できる。また、
ペレットの原料は木であるので、再生可能エネルギーとして環境にやさしい燃料。

調　査　地 概　要

熊本県嘉島町
　農業の生産拡大や収益率をあげるために農産物の６次産業化がかかせな
いものとなっている。
　嘉島町では、大豆を利用した特産品「焼酎嘉島」や大豆ドレッシングの
開発など産、官、民が連携して取り組んでいる。

調　査　地 概　要

熊本県菊池市 　菊池市では廃校をグリーン・ツーリズムの拠点として活用し、NPO 法人
が都市農村の交流や子どもの体験活動等を行っている。

【委員の意見】
・木質ペレット暖房機の導入経費は、石油暖房機の３倍であり、また木質ペレットの流通態勢が整わ
　ないとコスト高に繋がるため、木質ペレット調達配送システムを組織的に取り組む必要がある。

・今後、間伐材を使用しての木質ペレットの製造など森林組合と連携して新たな資源（代替エネル
　ギー）への取り組みも必要になってくる。

【委員の意見】
・販売促進への取り組みが課題であるが、産・官・民の関係機関での地場産業の６次産業化は日置市
　も参考にすべき。

・日吉地域では、「鍋スープ」など特産品の開発を行っている。今後販売に力を入れるためにマスコ 
　ミ利用なども積極的に行う必要がある。

【委員の意見】
・新幹線効果による修学旅行や個人・グループ等による多様な旅行の
　増加に対し、農家民泊等はもちろんのこと、このような廃校を活用     
　したグリーンツーリズム事業は本市においても参考にすべき。

調　査　地 概　要

佐賀県
上場営農センター

　本市ではイチゴやマンゴー、ソリダゴ、不知火（デコポン）
等冬場に暖房を必要とするハウス栽培が盛んに取り組まれて
いるが、重油の高騰により経営環境を悪化させている。
　上場営農センターは、森林資源を利用したバイオマスエネ
ルギーである木質ペレットを利用した暖房機の効率的な運転
管理方法や運転経費等の研究を行っている。

 木質ペレット暖房機の加温特性と燃料費削減効果の研究について

 大豆の商品化・ブランド化について

 グリーン・ツーリズム事業について

木質ペレット暖房機
大豆の商品化・ブランド化
グリーン・ツーリズム事業

行政視察
産業建設

実施日 ５月15日～ 17日

旧校舎を利用したぬくもりある体験施設



　
　
　
　

米
澤　

幸
子
さ
ん

　

議
会
傍
聴
は
、
私
に
と
っ

て
は
初
め
て
の
経
験
で
、
傍

聴
席
は
議
員
席
を
見
下
ろ
す

よ
う
に
し
て
高
い
所
に
あ
り
、

テ
レ
ビ
実
況
も
あ
り
緊
張
し

ま
し
た
。

　

最
初
は
「
健
診
受
診
率

65
％
達
成
す
る
見
込
み
、
対

策
に
つ
い
て
」の
質
問
で
し
た
。

　

と
に
か
く
65
％
を
達
成
し

な
け
れ
ば
、
後
期
高
齢
者
負

担
金
が
６
千
万
円
増
え
、
逆

に
達
成
す
る
と
６
千
万
円
減

額
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。　

　

私
た
ち
は
、「
か
か
り
つ

け
の
病
院
が
あ
る
か
ら
」
と

か
、「
お
金
や
時
間
が
取
れ

な
い
か
ら
」
を
受
け
な
い
理

由
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
生
活
習
慣
病
や

そ
れ
に
よ
る
合
併
症
、
重
症

化
を
防
ぐ
た
め
、
特
定
健
診

を
受
診
し
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
努
め
る
必
要
が
あ

る
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。 　

ま
た
、高
齢
化
が
進
み「
Ｊ

Ｒ
東
市
来
駅
の
跨
線
橋
を
降

り
切
り
式
へ
」
と
い
う
こ
と

で
、 

国
・
Ｊ
Ｒ
・
市
が
三
分

の
一
ず
つ
負
担
す
る
こ
と
や

踏
み
切
り
式
の
例
を
質
問
さ

れ
て
お
り
学
ぶ
こ
と
ば
か
り

で
し
た
。

　

深
い
と
こ
ろ
ま
で
掘
り
下

げ
ら
れ
て
の
質
問
、
そ
れ
に

対
す
る
市
長
さ
ん
や
各
担
当

者
の
答
弁
を
聞
き
、
メ
モ
取

る
の
も
大
変
で
し
た
。

　

日
置
市
の
抱
え
て
い
る
問

題
や
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
議
員
活
動
を

あ
る
程
度
知
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
政
に
対
し

て
関
心
を
も
ち
続
け
、
議
会

傍
聴
も
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

と
て
も
有
意
義
な
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

村
山　

磯
江
さ
ん

　　

６
月
18
日
、
梅
雨
の
最
中

と
し
て
は
珍
し
く
晴
れ
た
日

に
25
名
の
女
性
連
の
仲
間
と

日
置
市
の
議
会
傍
聴
を
し
ま

し
た
。

　

内
容
は
、「
健
診
受
診
率

65
％
達
成
見
込
み
は
」、「
公

共
施
設
の
維
持
管
理
、
Ｊ
Ｒ

東
市
来
駅
跨
線
橋
を
踏
み
切

り
式
に
」の
一
般
質
問
で
し
た
。

　

真
剣
に
し
か
も
丁
寧
に
質

問
し
て
い
て
さ
す
が
市
民
の

代
表
だ
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
市
長
も
前

向
き
な
答
弁
を
し
て
、
後
は

実
行
に
移
し
て
く
れ
た
ら
と

願
う
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
東
市
来
の
議
員
が
、

私
達
女
性
連
の
傍
聴
席
に
視

線
を
向
け
て
「
今
日
は
華
や

か
な
中
で
・
・
・
」
と
、
冒

頭
で
一
言
触
れ
ら
れ
て
か
ら

質
問
に
入
っ
て
い
か
れ
た
事

に
、
心
が
和
み
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
聴
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
傍
聴
し
て
思
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
議
員
の
方
々
の

提
起
さ
れ
た
こ
と
は
、
自
分

の
身
の
回
り
の
「
ど
う
に
か

で
き
な
い
か
」「
困
っ
て
い

る
人
が
い
る
」
を
見
直
す
と

て
も
い
い
機
会
で
し
た
。

　

私
自
身
に
視
野
を
広
く
も

つ
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
市
議
会
が

身
近
な
も
の
だ
と
改
め
て
思

い
ま
し
た
。

　

自
分
一
人
で
傍
聴
に
出
か

け
る
の
は
な
か
な
か
で
す
が
、

今
回
の
よ
う
に
女
性
連
の
行

事
で
あ
る
と
、
参
加
し
な
く

て
は
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
活
動
す
る
楽
し

さ
を
感
じ
、
ま
た
機
会
を
つ

く
っ
て
と
思
い
ま
し
た
。

　

半
日
の
傍
聴
で
し
た
が
、

有
意
義
に
過
ご
せ
ま
し
た
。

発
行
／
日
置
市
議
会　
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会　
〒
８
９
９-

２
５
９
２　
鹿
児
島
県
日
置
市
伊
集
院
町
郡
一
丁
目
１
０
０
番
地　

TEL

（099

）248-9435

／FAX
（099

）273-3063

　

http://w
w
w
.city.hioki.kagoshim

a.jp

　

脱
原
発
が
争
点
と
い
わ
れ
た
県
知
事

選
が
終
わ
っ
た
。

　

福
島
で
は
、
今
も
な
お
、
６
万
人
を

超
え
る
人
々
が
ふ
る
さ
と
に
帰
れ
ず
そ

の
見
通
し
も
立
っ
て
い
な
い
。

　

原
発
事
故
で
で
き
た
、
避
難
す
る
人

と
、
そ
う
し
な
い
人
と
の
間
に
で
き
た

大
き
な
溝
に
苦
し
む
人
た
ち
も
た
く
さ

ん
い
る
。

　

原
発
事
故
は
ふ
る
さ
と
を
丸
ご
と

奪
っ
た
だ
け
で
な
く
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
も
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
。

　
「
復
興
」
は
暮
ら
し
や
経
済
と
と
も

に
、
人
の
つ
な
が
り
の
復
興
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

困
難
だ
が
、
解
決
の
道
を
み
ん
な
で

考
え
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
と

も
に
つ
く
り
た
い
。　
　
　
　
　
　
　

（
山
口
）
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